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  序章 
  第一部 史蹟保存の流行とアカデミズム 
     第一章 史蹟保存事業前史～明治初期から一九○○年頃における宝物・古建造   
物・史蹟関連行政～ 
     第二章 史蹟保存の流行と日本歴史地理研究会 
     第三章 帝国古蹟取調会と学者たち～〈顕彰〉と〈保存〉の対立～ 
     第四章 民間史蹟保存事業と学者たち～京都府綴喜郡井手村・井手保勝会を事
例として～ 
第二部 史蹟名勝天然紀念物保存事業とアカデミズム 
  第五章 史蹟名勝天然紀念物保存協会と学者たち～科学性とナショナリズムの
結合～ 
第六章 黒板勝美の史蹟保存論 
補 論 黒板勝美の外遊経験と史蹟保存論～『西遊二年欧米文明記』を中心に～ 
第七章 三上参次の史蹟保存論 
  第三部 史蹟名勝天然紀念物保存行政の展開とアカデミズム 
   第八章 史蹟名勝天然紀念物保存法制下の史蹟保存行政と学者たち 
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   最後に、本論文の問題点でもあり、また残された課題を指摘する。第一に、全国に
わたってさらに多くの事例を取り上げ、考察することによって、本論文の手法、成果
が検証されなければならない。いうまでもなく、本論文の制作にあたって取り上げら
れた史蹟の数より、残されている史蹟の数の方が多いからである。第二に、北海道に
おけるアイヌの人々に関連する歴史遺構や沖縄における歴史遺構、さらに台湾、朝鮮、
満州といった植民地や戦時下の占領地における歴史遺構と保存事業との関わりについ
て考察することも必要である。それらは、日本近代史のナショナリズムの生成、展開
を考察する上で不可欠だからである。第三に、いわゆる皇国史観の生成、展開との関
係を考察することが必要である。本論文では天皇制ナショナリズムが偏狭な国粋主義
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として顕現した形態として示唆されているが、それだけでは日本近代史におけるナシ
ョナリズム研究の一環として不十分であることはいうまでもない。本論文が取り上げ
たアカデミズムやその価値認識と重なり合いを有しつつ、皇国史観が生成し、大きな
影響力を有したことを見のがすことはできないのである。第四に、ナショナリズムそ
のものを論じることが必要である。本論文の各章において当該期のナショナリズムの
あり方について言及はあるものの、それらをまとめて論じてはいない。戦前、戦後を
通じてナショナリズムの内実およびその変遷を、史蹟保存事業を視点として、論じる
ことは、本研究の独自性をよりいっそう高めるために不可欠である。 
しかし、第一、第二の問題、課題は、今後、著者と地域史研究者との共同調査・研
究の可能性を示すものであり、これまでより規模の大きい成果が期待されるものでも
ある。また、第三の問題、課題は、本論文に続く研究成果として短期的、中期的に達
成されるものと判断され、第四の問題、課題は長期的展望の下に完成形態として達成
されるべきものと判断された。 
以上、要するに、本論文に示された著者の研究テーマは今後長期的に継続され得る
ものであり、そして、それによってさらなる成果を上げ得るものとして評価されたの
である。 
 
４．結論 
 審査小委員会は、齋藤智志氏の学位請求論文『近代日本の史蹟保存事業とアカデミ
ズム』を上記のように評価し、本論文提出者が博士（歴史学）の学位を授与されるに
十分な資格を有するとの結論に達した。 
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